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0報告：次回は Chorley,R.: Directions in geogra-
phy. 各章を分担．
Part I Theoretical 寺阪
1 I Spatial tltJIJ 
1 II Environmental中村
1 IV Temporal 堀
1 V I Educational 1 ｝ ー 一ー ｝ 野間
1 VI J Ethical J 
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会員－野沢・寺阪 ・野間 ・小林 ・堀 ・中村 ・梶川


























































































































Chorley ed. : Directions in Geographyを分担して読むことにす．後，皆で焼肉屋へ」とある．グレコ会
の名称は， Geography,REvolution, COntemporaryの頭を取った．先生はグリコ会にしようと冗談を言わ
-133-
れた．先生のメモに「楽しくやり，締めくくりをつけるJとある．会では，次に， NAS-NRC:The Science 
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野間先生の授業
稲 田 道 彦（香川大学教育学部）
1975年， 野問先生の都立大学における最後の年が私が都立大学大学院に入学した年でした． 直接に教え
ていただいたのはこの1年間のみでした． しかし私にとっては， 授業やグレコの活動を通じ， 野問先生と
接する中で学聞のよろこ ぴを教えてもらった濃密な1年でした．
先生から教えをうけた授業は， 学部向けの「地理学史」 と大学院向けの「人文地理学特論」「人文地理学








線によって， 全体としてはその時代の地理学の興味や問題， 関心がどこにあり， 何と関連していたかがプ
リントに表現されています． そのプリントを授業の前に人数分コピーするのですが， それが私の仕事にな
り， 好奇心にかられながら機械に向かったものです． 大体1枚のプリントで， 1時間の授業が終了しまし
た． 先生は用語と用語の聞を授業の中で、言葉で、つないで行くのですが， 手元にほとんど資料をもたずに次
から次へとさまざまな話を繰り出されます． 哲学や生物学， 科学や人類の発明・ 発見， その時代の知識人
の関心， 人の伝記， 各地の知識といった， それまで全〈縁がないと思っていたことまで、が先生のお話でつ
ながっていきます． 話す前に息を吸い込まれて空気をため， そしてちょっと聞をとってゆっくりと一語一
語を吟味しながらでてくる言葉を聞きのがすまい， 文字として私の ノ ー トに残すことなく定着させようと
思ったものでした． 最後の方で、はすっかりこの授業に魅了されてしまい， 先生の言葉が私の知的興味を喚
起するようなよろこ びを感じたものです． 私としては先生の掌をさすような授業に満足しながらも， 一方
でスピー ドアップしてたくさんのことを教えてもらいたいと思いました． しかし， ゆっくりしたスピード












で， このような理解でよかったのかどうかは未だに疑問ですが， これが当時の私の， 先生の話の理解でし
た．「いちばん時代遅れの研究をしているように見える人が，時代の変化の中でいつのまにか次の時代の最
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ある時先生に「公害がますます大きくなっていくと人聞はどうなるんでしょうJと伺った時，先生は即
座に平然と語られたのを思い出す．「毒ガスを吸っても生きていける人聞が生き残るんや」と．先生はあく
までも，物事をエコロジカルに見ていた人であったなあと思う．そういえは、，先生と接した三年間，先生
の口から政治に関する話は一切，耳にしなかったのを思い出す．むしろ，イデオロギーというものを忌避
されていたふしがあった．ある意味でさきのへル夕、一的立場とは逆に，サイエンティフィックにものを考
えることを自分の使命にされたに違いない．
ドイツ語もまともに読めない分際であったが，二年の時学生結婚をしようと思い，先生にお仲人をお願
いしようと伺ったところ一日おいて「女房が着物がないので断わってくれということで……．だいぶ、昔，
苦労させたもので・ H ・・.Jと申し訳なさそうにお断りを受けてしまった．暖かいお人柄を感じたものだ‘った．
勉強嫌いの小生は，その後まったくの田舎教師を決めこんでしまい，御無沙汰をしたままやみくもに年
月を経させてしまった．（私事で恐縮至極一私は九月に長男を病気で失ない）悲嘆の日々を過ごしている最
中に，またまた悲報に接してしまった．今思うと，お酒を飲まれた時に，先生が語られたことをすべてテー
プに収めておけばよかった．立派な科学論（人生論）が一冊出来上がっていただろうに．
先生の数多くの教えの中でも，就中「何でも良いから，何かひとつモノサシになるものを持ちなさい」
という教えは，今教職にある身で，半分受け売りであるが，生徒に強〈訴えていることのひとつである．
“酒中に真あり”
先生の御冥福を心から念じ申し上げます．
1992・2 ・ 19言己
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